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毎月の検査結果はHPにも記載しています。▶　　 https://www.naracoop.or.jp/goods/letter/koedayori.html

商品検査レポート 1月に実施した商品検査の
結果をご案内します。

微生物
検査

検査数
特に問題となる商品はありませんでした。

698

理化学
検査

検査数
208

主な
検査項目

食品添加物 簡易農薬 畜種判定 残留農薬※ ヒスタミン カビ毒 放射性物質

16 32 7 17 51 5 15
※外部検査機関へ依頼

　お米には精米年月日が記載されていますが、令和2年3月27日よ
り、精米された年月日に加えて「年月旬（上旬／中旬／下旬）」表示も
できるようになっています。令和4年3月31日までは、精米年月日の
記載が認められていますが、令和4年4月1日以降は、精米年月日から
精米時期に変更しないといけなくなります。

　精米年月日表示から精米時期表示に変更されることで、十分
食用可能であっても、精米年月日が古いという理由で、廃棄や
販売されなくなるなどの食品ロスの削減、商品を管理する単位
が少なくなることで、商品管理などに要する管理コストの削減
や、輸送回数の削減による排気ガスの排出抑制などが期待され
ます。
　食品ロス削減や環境負荷の低減は、ＳＤＧｓの目標

などにも位置づけられています。

精米年月日表示（例） 精米時期表示（例）

03年産
精米年月日
22.3.15

03年産
精米時期
22.3.中旬

記載が認められていますが、令和4年4月1日以降は、精米年月日から

12
（つくる責任　
つかう責任）

13
（気候変動に
具体的な対策を）


